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令
和
８
年
の
３
月
定
例
議
会
に
あ
た
り
、
施
政
方
針
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
南
小
国
町
に
お
い
て
は
、
少
子
化
や
高
齢
化
に
よ
る
人
口
の

減
少
、
ま
た
そ
れ
ら
か
ら
起
因
す
る
担
い
手
や
人
手
不
足
、
保

育
園
や
小
中
学
校
の
今
後
の
あ
り
方
、
公
共
交
通
の
問
題
な
ど

多
く
の
諸
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
に
加
え

て
、
近
年
の
物
価
高
は
、
町
民
の
生
活
や
各
産
業
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
そ
れ
ら
の
諸
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
町
民

の
た
め
、
町
の
未
来
の
た
め
に
為
す
べ
き
こ
と
を
着
実
に
進
め

て
参
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
職
員
や
議
員
の
皆
様
方
と
知

恵
を
出
し
合
い
、
町
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
責
任
を
持
っ
て
進

め
る
と
と
も
に
、
国
や
県
、
民
間
企
業
な
ど
の
お
力
も
い
た
だ

き
な
が
ら
、
町
民
皆
様
の
満
足
度
・
幸
福
度
の
向
上
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
の
予
算
編
成
で
重
き
を
置
い
た
点
は
、
大
き
く

二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
点
目
は
、「
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
」

で
す
。
主
な
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
、
一
部
ご
負
担
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
小
中
学
校
の
給
食
費
で
す
が
、
国
に
よ
る
小

学
校
の
給
食
費
無
償
化
に
伴
い
、
中
学
校
の
給
食
費
も
無
償
化

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
家
庭
で
の
保
育
を
支

援
す
る
「
家
族
の
ぬ
く
も
り
応
援
金
」
や
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
、

高
校
な
ど
新
た
な
生
活
を
始
め
ら
れ
る
方
へ
の
「
新
生
活
応
援

準
備
金
」
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
関
し
て
は
、
現
在
、
国
か
ら

の
地
方
創
生
伴
走
支
援
官
と
様
々
な
事
例
な
ど
を
踏
ま
え
検
討

を
お
こ
な
っ
て
お
り
、３
月
下
旬
の
最
終
会
議
の
結
論
を
受
け
、

方
向
性
を
出
し
、
令
和
８
年
度
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
が
、一
旦
は
、こ
れ
ま
で
お
こ
な
っ
て
き
た
タ
ク
シ
ー

利
用
助
成
事
業
を
継
続
し
な
が
ら
も
、
制
度
の
見
直
し
を
お
こ

な
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
年
度
途
中
で
50
枚
を
使
い
切
っ
た

利
用
者
に
、
秋
頃
の
予
算
残
額
の
範
囲
内
で
追
加
交
付
を
お
こ

な
う
よ
う
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
２
月
10
日
か
ら
11
日

に
実
施
し
ま
し
た
、
一
部
地
域
に
お
け
る
計
画
断
水
に
つ
い
て

は
、
ご
利
用
者
の
皆
様
に
多
大
な
る
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
こ
と
を
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
、
そ
の
よ
う

な
状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
、
市
原
地
区
新
規
水
源
工
事
を
現
在

発
注
し
て
お
り
、
令
和
８
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
黒
川
第
一
配
水
池
増
設
工
事
お
よ
び
送
水
管

布
設
工
事
の
測
量
設
計
を
進
め
て
お
り
、
令
和
８
年
度
に
工
事

を
発
注
し
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
現
在
の
南
小
国
町
は
、
全
人
口
に
占
め
る
外
国
人
の
比
率
が

県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
外

国
人
の
方
々
に
南
小
国
町
で
の
生
活
を
少
し
で
も
快
適
に
、
ま

た
安
心
し
て
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
言
葉
の
教
室
」

と
「
交
流
会
」
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
予
算
編
成
で
重
き
を
置
い
た
二
点
目
は
、「
挑
戦
を

生
み
出
す
町
づ
く
り
」
で
す
。

　
主
な
も
の
と
し
て
は
、
農
業
担
い
手
育
成
事
業
補
助
金
を
増

額
す
る
と
と
も
に
、
要
件
の
見
直
し
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
定
期
的
に
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
、
農
業
者
を

中
心
と
し
た
意
見
交
換
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
ふ
ま
え
た
も
の

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
未
来
に
向
け
た
南
小
国
町
の
農
業
の
礎

を
築
く
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
最
適
土
地
利
用
総
合
対
策
事
業
の
エ
リ
ア
を
、
赤
馬

場
・
満
願
寺
地
区
へ
と
拡
大
し
て
参
り
ま
す
。
農
地
の
集
約
や

整
理
を
お
こ
な
い
、
大
切
な
農
地
を
荒
廃
か
ら
守
り
な
が
ら
生

産
力
を
高
め
、稼
げ
る
農
業
の
土
台
を
築
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
最
後
に
、
予
算
の
計
上
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
役
場
職
員
の
地

域
内
兼
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
S
M
O

南
小
国
が
運
営
す
る
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
登
録
を
お
こ
な
う

方
向
で
検
討
し
て
お
り
、
休
日
や
業
務
時
間
外
に
町
内
の
農
業

や
宿
泊
施
設
、
小
売
業
な
ど
の
現
場
で
働
く
こ
と
を
許
可
し
ま

す
。
職
員
が
役
場
の
外
に
出
て
、
一
人
の
住
民
と
し
て
、
労
働

者
と
し
て
地
域
の
現
場
に
身
を
置
く
こ
と
こ
そ
が
、
最
高
の
研

修
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
職
員
に
期
待
す
る
こ
と
は
三

点
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
現
場
の
課
題
を
肌
感
覚
で
理
解
し
て
も

ら
い
施
策
立
案
に
つ
な
げ
る
こ
と
。
二
点
目
が
、
労
働
を
通
じ

て
事
業
者
や
町
民
と
、
よ
り
深
い
信
頼
関
係
や
つ
な
が
り
を
築

く
こ
と
。
三
点
目
が
、民
間
の
感
覚
や
多
様
な
働
き
方
に
触
れ
、

視
野
を
広
げ
る
こ
と
で
す
。
職
員
が
役
場
と
い
う
組
織
の
枠
、

公
務
員
と
い
う
立
場
の
殻
を
破
り
、
地
域
の
中
に
飛
び
出
し
て

い
く
。
そ
の
経
験
が
職
員
自
身
を
成
長
さ
せ
、
ひ
い
て
は
南
小

国
町
の
未
来
や
可
能
性
を
切
り
ひ
ら
く
原
動
力
に
な
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。「
公
務
員
が
も
っ
と
自
由
に
、
も
っ
と
地
域
と
混

ざ
り
合
う
」
そ
ん
な
新
し
い
地
方
公
務
員
の
あ
り
方
を
、
こ
こ

南
小
国
町
で
実
現
し
て
参
り
ま
す
。

　
結
び
に
、私
も
今
年
度
で
３
期
目
最
後
の
一
年
と
な
り
ま
す
。

山
積
す
る
課
題
を
一
つ
ず
つ
確
実
に
解
決
で
き
る
よ
う
、ま
た
、

改
善
で
き
る
よ
う
に
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
職
員
や
議
員
、
関
係
者
の
皆
様
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
意
見

を
交
わ
し
な
が
ら
、「
町
に
と
っ
て
、
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、

い
ま
何
を
為
す
べ
き
か
？
」
の
解
を
導
き
出
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
、
令
和
８
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す

施
政
方
針

令
和
8
年
度
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自衛隊新人隊員激励会

馬頭観音祭り

地域おこし協力隊活動報告会

　3月 11 日、自衛隊新人隊員激励会が行われました。
激励の言葉では新人隊員鞭馬壮汰さん（湯田下）へ、髙
橋町長や自衛隊から榮樂福本部長、南小国町家族会から
兒玉会長より今後の活躍を願う言葉が贈られました。そ
の中には、「国民の安心安全を守るやりがいのある仕事」
と壮汰さんの背中を押す言葉がありました。
　また新入隊員挨拶では「国のため、人のために行動で
きるよう一歩ずつ成長していきたい」と話されました。
今後の活躍を祈念いたします。

　3月 10 日、中原地区の米山にある馬頭観音で春の大
祭が行われました。畜産関係者や地元住民らが参拝に訪
れ、参道には色鮮やかな祈願旗がいくつも飾られました。
この観音様は、牛馬の神様として江戸末期から大切に祀
られています。
　参拝者は、飼育している牛馬の種類ごとに安全祈願の
札を買い求めた後、お堂の隣で地元有志「奉賛会」によ
る、豚汁の振る舞いを味わいました。

　2月 25 日、きよらホールで起業型地域おこし協力隊
の活動報告会が開催されました。令和 7年度に、町内
で農林業の振興や観光に関するプロジェクトなどに取組
んだ 5名の協力隊員が、スライドや写真、動画などを
用いて今年度の活動を報告し、令和 8年度の活動方針
を発表しました。高齢化や人手不足などといった地域が
抱える課題に向き合う姿勢が隊員から伝えられると、来
場者から多くの質問や応援の声が寄せられていました。
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地
区
へ
と
拡
大
し
て
参
り
ま
す
。
農
地
の
集
約
や

整
理
を
お
こ
な
い
、
大
切
な
農
地
を
荒
廃
か
ら
守
り
な
が
ら
生

産
力
を
高
め
、稼
げ
る
農
業
の
土
台
を
築
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
最
後
に
、
予
算
の
計
上
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
役
場
職
員
の
地

域
内
兼
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
S
M
O

南
小
国
が
運
営
す
る
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
登
録
を
お
こ
な
う

方
向
で
検
討
し
て
お
り
、
休
日
や
業
務
時
間
外
に
町
内
の
農
業

や
宿
泊
施
設
、
小
売
業
な
ど
の
現
場
で
働
く
こ
と
を
許
可
し
ま

す
。
職
員
が
役
場
の
外
に
出
て
、
一
人
の
住
民
と
し
て
、
労
働

者
と
し
て
地
域
の
現
場
に
身
を
置
く
こ
と
こ
そ
が
、
最
高
の
研

修
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
職
員
に
期
待
す
る
こ
と
は
三

点
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
現
場
の
課
題
を
肌
感
覚
で
理
解
し
て
も

ら
い
施
策
立
案
に
つ
な
げ
る
こ
と
。
二
点
目
が
、
労
働
を
通
じ

て
事
業
者
や
町
民
と
、
よ
り
深
い
信
頼
関
係
や
つ
な
が
り
を
築

く
こ
と
。
三
点
目
が
、民
間
の
感
覚
や
多
様
な
働
き
方
に
触
れ
、

視
野
を
広
げ
る
こ
と
で
す
。
職
員
が
役
場
と
い
う
組
織
の
枠
、

公
務
員
と
い
う
立
場
の
殻
を
破
り
、
地
域
の
中
に
飛
び
出
し
て

い
く
。
そ
の
経
験
が
職
員
自
身
を
成
長
さ
せ
、
ひ
い
て
は
南
小

国
町
の
未
来
や
可
能
性
を
切
り
ひ
ら
く
原
動
力
に
な
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。「
公
務
員
が
も
っ
と
自
由
に
、
も
っ
と
地
域
と
混

ざ
り
合
う
」
そ
ん
な
新
し
い
地
方
公
務
員
の
あ
り
方
を
、
こ
こ

南
小
国
町
で
実
現
し
て
参
り
ま
す
。

　
結
び
に
、私
も
今
年
度
で
３
期
目
最
後
の
一
年
と
な
り
ま
す
。

山
積
す
る
課
題
を
一
つ
ず
つ
確
実
に
解
決
で
き
る
よ
う
、ま
た
、

改
善
で
き
る
よ
う
に
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
職
員
や
議
員
、
関
係
者
の
皆
様
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
意
見

を
交
わ
し
な
が
ら
、「
町
に
と
っ
て
、
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、

い
ま
何
を
為
す
べ
き
か
？
」
の
解
を
導
き
出
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
、
令
和
８
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す

施
政
方
針

令
和
8
年
度

全文をご覧になる場合は、
こちらのQRコードを読み取ってください。

南
小
国
町
長

　髙
橋 

周
二

自衛隊新人隊員激励会

馬頭観音祭り

地域おこし協力隊活動報告会

　3月 11 日、自衛隊新人隊員激励会が行われました。
激励の言葉では新人隊員鞭馬壮汰さん（湯田下）へ、髙
橋町長や自衛隊から榮樂福本部長、南小国町家族会から
兒玉会長より今後の活躍を願う言葉が贈られました。そ
の中には、「国民の安心安全を守るやりがいのある仕事」
と壮汰さんの背中を押す言葉がありました。
　また新入隊員挨拶では「国のため、人のために行動で
きるよう一歩ずつ成長していきたい」と話されました。
今後の活躍を祈念いたします。

　3月 10 日、中原地区の米山にある馬頭観音で春の大
祭が行われました。畜産関係者や地元住民らが参拝に訪
れ、参道には色鮮やかな祈願旗がいくつも飾られました。
この観音様は、牛馬の神様として江戸末期から大切に祀
られています。
　参拝者は、飼育している牛馬の種類ごとに安全祈願の
札を買い求めた後、お堂の隣で地元有志「奉賛会」によ
る、豚汁の振る舞いを味わいました。

　2月 25 日、きよらホールで起業型地域おこし協力隊
の活動報告会が開催されました。令和 7年度に、町内
で農林業の振興や観光に関するプロジェクトなどに取組
んだ 5名の協力隊員が、スライドや写真、動画などを
用いて今年度の活動を報告し、令和 8年度の活動方針
を発表しました。高齢化や人手不足などといった地域が
抱える課題に向き合う姿勢が隊員から伝えられると、来
場者から多くの質問や応援の声が寄せられていました。

3
広報きよら 2026.4広報きよら 2026.4



Discover 南小国×黒川温泉

南小国のお米が主役！
「米と肉の祭典」に 150 名が熱狂

　3 月 16 日から 17 日にかけて、南小国中学校 3 年生を対象とした「Discover 南小国×黒川温泉」
が開催されました。本事業は、中学 1 年生で行う「農家民泊事業」、中学 2 年生での「まちインター
ン事業」の取り組みの集大成として、今年度から新たに始まりました。

初日は、宿泊先の旅館で椎茸の収穫体験をはじめ、旅館代表による講話を受けました。その後、生
徒たちは夕食の盛り付けや漬物作りにチャレンジ。布団敷き体験を終えた後、夕食を楽しみ、夜には
湯あかり見学も行いました。
　2 日目は若女将によるツアーと温泉巡りが実施され、生徒たちは観光業と農業のつながりや、お客
様を迎える準備の裏側を体感する充実した 2 日間を過ごしました。

　3 月 15 日、役場駐車場で「米と肉の祭典 2026」が開催されました。このイベントは、「南小国町
シン複合型農業実践協議会」が、町産米を主役に据え、炊きたてご飯を提供するとともに、町内飲食
店が作る「ご飯に合う最高のおかず」を楽しんでいただくことを目的に開催されました。会場には、
町産米「あきげしき」の炊きたての香りが漂い、行列ができるほどの大盛況となりました。来場者か
らは「炊きたてのお米がとにかくおいしい」と喜びの声が聞かれ、地元飲食店による「ご飯に合うお
かず」やジビエ料理、中学生が調理した特製メニューも早々に完売する人気ぶりでした。中学生ボラ
ンティアの元気でハツラツとした接客もあり、地域の食の魅力を再発見する、活気あふれる一日とな
りました 。
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木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第５７６回市（３月６日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 200（本売）

10～13㎝ 520（本売） 480（本売）

14～16㎝ 15,200 13,500 10,000

18～22㎝ 12,800 11,900 10,500

24～28㎝ 12,900 12,100 11,000

30㎝上 13,800 12,800 10,500

3ｍ

4～9㎝ 100（本売）

10～13㎝ 300（本売）

14～16㎝ 13,500 12,000

18～22㎝ 14,000 11,000

24～28㎝ 14,400 8,000

30㎝上

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

9～10㎝ 200（本売）

10～13㎝ 520（本売） 480（本売）

14～16㎝ 17,600 17,000 15,400

18～22㎝ 18,100 17,200 15,500

24～28㎝ 18,100 17,200 15,600

30～38㎝

40㎝上

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 1,078.106 12,742,668 11,819

桧 158.125 2,501,848 15,822

杉、桧 128.749 980,940 7,619

ナロヒ 0.832 10,466 12,579

合　計 1,365.812 16,235,922 11,887

　
　

は
な
わ
ら
び
俳
句
会　
　
　

【
評
】
笹
原
景
林

巡
礼
の
春
ま
だ
浅
き
杖
の
音　
　
　
　
　
　
　

笹
原　

景
林

今
も
な
ほ
旧
家
の
空
家
柚
子
た
わ
わ　
　
　
　

禿　

千
鶴
子

湯
屋
の
瓶か

め

咲
き
分
け
椿
ざ
っ
く
り
と　
　
　
　

河
津　

昭
子

夫つ
ま

の
留
守
何
も
手
つ
か
ず
見
る
榾ほ

だ
び火　

　
　
　

北
里　

典
子

【
評
】
突
然
の
夫
の
留
守
、
心
配
事
が
あ
り
心
の
葛
藤
が
激
し
い
様
。

雛
壇
を
小
さ
く
飾
り
雛
の
鮨す

し　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
マ
ツ
子

【
評
】
子
や
孫
を
思
う
気
持
ち
を
、
さ
さ
や
か
な
雛
壇
や
雛
料
理
に
籠
め
て
詠
ん
で
い

る
の
で
は
。

雨
一
日
句
帳
を
前
に
春
炬
燵　
　
　
　
　
　
　

佐
渡　

節
子

葉
桜
や
あ
の
賑
わ
い
は
今
何
処
に　
　
　
　
　

髙
橋　

紘
子

野
焼
き
煤
舞
う
晴
天
の
平
和
か
な　
　
　
　
　

林　

奈
美
子

カ
ル
デ
ラ
の
街
に
野
火
く
ず
止
め
ど
な
く　
　

日
隈　

初
美

旧
道
に
迷
い
て
大
野
も
ぐ
ら
塚　
　
　
　
　
　

安
武
く
に
子

広
報
き
よ
ら
の
「
町
民
文
芸
」
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
肥
後
狂
句
な
ど

多
く
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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　２
月
26
日
︑
９
年
間
の
義
務
教
育

を
終
え
る
中
学
３
年
生
を
対
象
に
学

校
給
食
最
後
の
思
い
出
と
し
て
卒
業

バ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
︒

　会
場
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
配
膳
等

は
先
生
方
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理

員
さ
ん
が
協
力
し
て
行
い
︑
３
年
生

の
皆
さ
ん
が
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ

る
よ
う
尽
力
さ
れ
て
い
ま
し
た
︒

　バ
イ
キ
ン
グ
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー

は
︑
こ
の
日
の
た
め
に
栄
養
教
諭
の

鬼
塚
先
生
と
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理

員
さ
ん
が
考
案
し
た
も
の
で
︑
普
段

よ
り
も
更
に
気
持
ち
を
込
め
て
作
り

上
げ
ま
し
た
︒
美
味
し
さ
は
も
ち
ろ

ん
︑
彩
り
・
見
た
目
・
盛
り
付
け
用

の
食
器
等
に
工
夫
を
凝
ら
し
︑
と
て

も
華
や
か
な
バ
イ
キ
ン
グ
に
な
り
ま

し
た
︒

　こ
の
頃
の
中
学
校
で
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
お
り
︑
全
員
出

席
と
は
な
ら
ず
３
年
生
22
名
に
３
年

部
の
先
生
と
校
長
先
生
︙
総
勢
29
名

の
バ
イ
キ
ン
グ
で
し
た
が
︑
日
頃
の

給
食
で
は
見
ら
れ
な
い
特
別
な
メ

ニ
ュ
ー
を
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
︒　﹁

３
年
間
を
共
に
過
ご
し
た
同
級

生
と
一
緒
に
給
食
を
食
べ
る
日
は
残

り
わ
ず
か
﹂
頭
の
片
隅
に
は
そ
ん
な

寂
し
さ
が
少
し
だ
け
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑
バ
イ
キ
ン
グ

を
楽
し
み
な
が
ら
交
わ
さ
れ
る
会
話

は
永
遠
に
続
く
か
の
よ
う
に
皆
さ
ん

の
笑
顔
と
共
に
教
室
中
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
︒
そ
ん
な
様
子
を
見
守
り

な
が
ら
︑
時
に
会
話
に
加
わ
っ
て
い

た
鬼
塚
先
生
を
は
じ
め
先
生
方
も
３

年
生
と
の
バ
イ
キ
ン
グ
を
心
か
ら
噛

み
し
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
︒

　食
事
終
了
後
︑
生
徒
代
表
の
泉
陽

登
さ
ん
か
ら
鬼
塚
先
生
へ
３
年
生
全

員
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
お
礼

の
言
葉
を
送
り
︑
会
は
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
︒

　卒
業
式
を
目
前
に
控
え
︑
そ
の
先

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
が
待
っ
て
い

ま
す
︒
楽
し
い
こ
と
も
そ
う
で
な
い

こ
と
も
︑
こ
れ
ま
で
以
上
に
様
々
な

経
験
や
出
来
事
が
皆
さ
ん
を
待
ち
受

け
て
い
る
と
思
い
ま
す
︒
新
た
な
世

界
で
︑
一
生
懸
命
に
自
分
の
人
生
を

歩
む
皆
さ
ん
を
心
か
ら
応
援
し
て
い

ま
す
︒

卒業バイキング卒業バイキング

南小国中学校

前給食委員長
橋本 雫さん

　卒業前に、私たち３年生のため

に調理員さんが特別に用意してく

ださったバイキング給食は、本当

にうれしかったです。みんなとた

くさん話しながら

食べられて、とて

も楽しい時間にな

りました。ありが

とうございました。

３年生担任
吉廣 純平先生

　卒業まであと７日となった３年

生。さみしさや不安の多い毎日の

中で、今日はとびきりの笑顔が見

られました。今日この日の楽しさ

をこれからも大切

にして、思い出し

てくれると信じて

います。ありがと

うございました。

栄養教諭
鬼塚 恵子先生

　３年生の笑顔を想像して、心を

込めて作りました。小学校から中

学校の９年間、給食をしっかり食

べてくれて本当に感謝しています。

これからの未来

も、きっと『食』

が皆さんの心と体

の支えとなること

を願っています。

　２
月
26
日
︑
９
年
間
の
義
務
教
育

を
終
え
る
中
学
３
年
生
を
対
象
に
学

校
給
食
最
後
の
思
い
出
と
し
て
卒
業

バ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
︒

　会
場
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
配
膳
等

は
先
生
方
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理

員
さ
ん
が
協
力
し
て
行
い
︑
３
年
生

の
皆
さ
ん
が
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ

る
よ
う
尽
力
さ
れ
て
い
ま
し
た
︒

　バ
イ
キ
ン
グ
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー

は
︑
こ
の
日
の
た
め
に
栄
養
教
諭
の

鬼
塚
先
生
と
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理

員
さ
ん
が
考
案
し
た
も
の
で
︑
普
段

よ
り
も
更
に
気
持
ち
を
込
め
て
作
り

上
げ
ま
し
た
︒
美
味
し
さ
は
も
ち
ろ

ん
︑
彩
り
・
見
た
目
・
盛
り
付
け
用

の
食
器
等
に
工
夫
を
凝
ら
し
︑
と
て

も
華
や
か
な
バ
イ
キ
ン
グ
に
な
り
ま

し
た
︒

　こ
の
頃
の
中
学
校
で
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
お
り
︑
全
員
出

席
と
は
な
ら
ず
３
年
生
22
名
に
３
年

部
の
先
生
と
校
長
先
生
︙
総
勢
29
名

の
バ
イ
キ
ン
グ
で
し
た
が
︑
日
頃
の

給
食
で
は
見
ら
れ
な
い
特
別
な
メ

ニ
ュ
ー
を
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
︒　﹁

３
年
間
を
共
に
過
ご
し
た
同
級

生
と
一
緒
に
給
食
を
食
べ
る
日
は
残

り
わ
ず
か
﹂
頭
の
片
隅
に
は
そ
ん
な

寂
し
さ
が
少
し
だ
け
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑
バ
イ
キ
ン
グ

今日のこんだて

・おにぎり（わかめ・ゆかり）
・野菜スープ
・ブロッコリーサラダ
・エビフライ
・揚げたこやき
・フライドポテト
・ポテトカップグラタン
・鶏のからあげ
・フルーツポンチ
・ミニトマト
・いちご
・ミニケーキ４種

を
楽
し
み
な
が
ら
交
わ
さ
れ
る
会
話

は
永
遠
に
続
く
か
の
よ
う
に
皆
さ
ん

の
笑
顔
と
共
に
教
室
中
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
︒
そ
ん
な
様
子
を
見
守
り

な
が
ら
︑
時
に
会
話
に
加
わ
っ
て
い

た
鬼
塚
先
生
を
は
じ
め
先
生
方
も
３

年
生
と
の
バ
イ
キ
ン
グ
を
心
か
ら
噛

み
し
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
︒

　食
事
終
了
後
︑
生
徒
代
表
の
泉
陽

登
さ
ん
か
ら
鬼
塚
先
生
へ
３
年
生
全

員
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
お
礼

の
言
葉
を
送
り
︑
会
は
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
︒

　卒
業
式
を
目
前
に
控
え
︑
そ
の
先

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
が
待
っ
て
い

ま
す
︒
楽
し
い
こ
と
も
そ
う
で
な
い

こ
と
も
︑
こ
れ
ま
で
以
上
に
様
々
な

経
験
や
出
来
事
が
皆
さ
ん
を
待
ち
受

け
て
い
る
と
思
い
ま
す
︒
新
た
な
世

界
で
︑
一
生
懸
命
に
自
分
の
人
生
を

歩
む
皆
さ
ん
を
心
か
ら
応
援
し
て
い

ま
す
︒

南
小
国
町
公
式H

P

よ
り

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

公式ＨP▼
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　２
月
26
日
︑
９
年
間
の
義
務
教
育

を
終
え
る
中
学
３
年
生
を
対
象
に
学

校
給
食
最
後
の
思
い
出
と
し
て
卒
業

バ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
︒

　会
場
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
配
膳
等

は
先
生
方
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理

員
さ
ん
が
協
力
し
て
行
い
︑
３
年
生

の
皆
さ
ん
が
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ

る
よ
う
尽
力
さ
れ
て
い
ま
し
た
︒

　バ
イ
キ
ン
グ
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー

は
︑
こ
の
日
の
た
め
に
栄
養
教
諭
の

鬼
塚
先
生
と
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理

員
さ
ん
が
考
案
し
た
も
の
で
︑
普
段

よ
り
も
更
に
気
持
ち
を
込
め
て
作
り

上
げ
ま
し
た
︒
美
味
し
さ
は
も
ち
ろ

ん
︑
彩
り
・
見
た
目
・
盛
り
付
け
用

の
食
器
等
に
工
夫
を
凝
ら
し
︑
と
て

も
華
や
か
な
バ
イ
キ
ン
グ
に
な
り
ま

し
た
︒

　こ
の
頃
の
中
学
校
で
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
お
り
︑
全
員
出

席
と
は
な
ら
ず
３
年
生
22
名
に
３
年

部
の
先
生
と
校
長
先
生
︙
総
勢
29
名

の
バ
イ
キ
ン
グ
で
し
た
が
︑
日
頃
の

給
食
で
は
見
ら
れ
な
い
特
別
な
メ

ニ
ュ
ー
を
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
︒　﹁

３
年
間
を
共
に
過
ご
し
た
同
級

生
と
一
緒
に
給
食
を
食
べ
る
日
は
残

り
わ
ず
か
﹂
頭
の
片
隅
に
は
そ
ん
な

寂
し
さ
が
少
し
だ
け
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑
バ
イ
キ
ン
グ

を
楽
し
み
な
が
ら
交
わ
さ
れ
る
会
話

は
永
遠
に
続
く
か
の
よ
う
に
皆
さ
ん

の
笑
顔
と
共
に
教
室
中
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
︒
そ
ん
な
様
子
を
見
守
り

な
が
ら
︑
時
に
会
話
に
加
わ
っ
て
い

た
鬼
塚
先
生
を
は
じ
め
先
生
方
も
３

年
生
と
の
バ
イ
キ
ン
グ
を
心
か
ら
噛

み
し
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
︒

　食
事
終
了
後
︑
生
徒
代
表
の
泉
陽

登
さ
ん
か
ら
鬼
塚
先
生
へ
３
年
生
全

員
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
お
礼

の
言
葉
を
送
り
︑
会
は
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
︒

　卒
業
式
を
目
前
に
控
え
︑
そ
の
先

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
が
待
っ
て
い

ま
す
︒
楽
し
い
こ
と
も
そ
う
で
な
い

こ
と
も
︑
こ
れ
ま
で
以
上
に
様
々
な

経
験
や
出
来
事
が
皆
さ
ん
を
待
ち
受

け
て
い
る
と
思
い
ま
す
︒
新
た
な
世

界
で
︑
一
生
懸
命
に
自
分
の
人
生
を

歩
む
皆
さ
ん
を
心
か
ら
応
援
し
て
い

ま
す
︒

卒業バイキング卒業バイキング

南小国中学校

前給食委員長
橋本 雫さん

　卒業前に、私たち３年生のため

に調理員さんが特別に用意してく

ださったバイキング給食は、本当

にうれしかったです。みんなとた

くさん話しながら

食べられて、とて

も楽しい時間にな

りました。ありが

とうございました。

３年生担任
吉廣 純平先生

　卒業まであと７日となった３年

生。さみしさや不安の多い毎日の

中で、今日はとびきりの笑顔が見

られました。今日この日の楽しさ

をこれからも大切

にして、思い出し

てくれると信じて

います。ありがと

うございました。

栄養教諭
鬼塚 恵子先生

　３年生の笑顔を想像して、心を

込めて作りました。小学校から中

学校の９年間、給食をしっかり食

べてくれて本当に感謝しています。

これからの未来

も、きっと『食』

が皆さんの心と体

の支えとなること

を願っています。

　２
月
26
日
︑
９
年
間
の
義
務
教
育

を
終
え
る
中
学
３
年
生
を
対
象
に
学

校
給
食
最
後
の
思
い
出
と
し
て
卒
業

バ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
︒

　会
場
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
配
膳
等

は
先
生
方
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理

員
さ
ん
が
協
力
し
て
行
い
︑
３
年
生

の
皆
さ
ん
が
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ

る
よ
う
尽
力
さ
れ
て
い
ま
し
た
︒

　バ
イ
キ
ン
グ
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー

は
︑
こ
の
日
の
た
め
に
栄
養
教
諭
の

鬼
塚
先
生
と
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理

員
さ
ん
が
考
案
し
た
も
の
で
︑
普
段

よ
り
も
更
に
気
持
ち
を
込
め
て
作
り

上
げ
ま
し
た
︒
美
味
し
さ
は
も
ち
ろ

ん
︑
彩
り
・
見
た
目
・
盛
り
付
け
用

の
食
器
等
に
工
夫
を
凝
ら
し
︑
と
て

も
華
や
か
な
バ
イ
キ
ン
グ
に
な
り
ま

し
た
︒

　こ
の
頃
の
中
学
校
で
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
お
り
︑
全
員
出

席
と
は
な
ら
ず
３
年
生
22
名
に
３
年

部
の
先
生
と
校
長
先
生
︙
総
勢
29
名

の
バ
イ
キ
ン
グ
で
し
た
が
︑
日
頃
の

給
食
で
は
見
ら
れ
な
い
特
別
な
メ

ニ
ュ
ー
を
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
︒　﹁

３
年
間
を
共
に
過
ご
し
た
同
級

生
と
一
緒
に
給
食
を
食
べ
る
日
は
残

り
わ
ず
か
﹂
頭
の
片
隅
に
は
そ
ん
な

寂
し
さ
が
少
し
だ
け
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑
バ
イ
キ
ン
グ

今日のこんだて

・おにぎり（わかめ・ゆかり）
・野菜スープ
・ブロッコリーサラダ
・エビフライ
・揚げたこやき
・フライドポテト
・ポテトカップグラタン
・鶏のからあげ
・フルーツポンチ
・ミニトマト
・いちご
・ミニケーキ４種

を
楽
し
み
な
が
ら
交
わ
さ
れ
る
会
話

は
永
遠
に
続
く
か
の
よ
う
に
皆
さ
ん

の
笑
顔
と
共
に
教
室
中
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
︒
そ
ん
な
様
子
を
見
守
り

な
が
ら
︑
時
に
会
話
に
加
わ
っ
て
い

た
鬼
塚
先
生
を
は
じ
め
先
生
方
も
３

年
生
と
の
バ
イ
キ
ン
グ
を
心
か
ら
噛

み
し
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
︒

　食
事
終
了
後
︑
生
徒
代
表
の
泉
陽

登
さ
ん
か
ら
鬼
塚
先
生
へ
３
年
生
全

員
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
お
礼

の
言
葉
を
送
り
︑
会
は
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
︒

　卒
業
式
を
目
前
に
控
え
︑
そ
の
先

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
が
待
っ
て
い

ま
す
︒
楽
し
い
こ
と
も
そ
う
で
な
い

こ
と
も
︑
こ
れ
ま
で
以
上
に
様
々
な

経
験
や
出
来
事
が
皆
さ
ん
を
待
ち
受

け
て
い
る
と
思
い
ま
す
︒
新
た
な
世

界
で
︑
一
生
懸
命
に
自
分
の
人
生
を

歩
む
皆
さ
ん
を
心
か
ら
応
援
し
て
い

ま
す
︒

南
小
国
町
公
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り
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カ
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で
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覧
い
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御
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

日
頃
よ
り
、
本
校
の
教
育
活
動
を
温
か

く
御
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の
皆
様

に
心
か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
変
化
の
激
し
い
時
代
を
主

体
的
に
、
そ
し
て
心
豊
か
に
生
き
抜
く
子

ど
も
の
育
成
を
教
育
の
根
幹
に
据
え
て
い

ま
す
。
自
ら
問
い
を
立
て
深
く
思
索
し
、

よ
り
よ
い
答
え
を
求
め
て
行
動
す
る
力

「
考
動
力
」。
互
い
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら

思
い
や
願
い
を
誠
実
に
伝
え
、
協
働
し
て

課
題
を
解
決
す
る
力
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
」。
さ
ら
に
困
難
や
失
敗
を
も

糧
と
し
て
挑
み
続
け
る
力
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

力
」。
こ
の
育
成
に
、教
職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
一
人
一
人
の
か
け

が
え
の
な
い
「
夢
」
を
実
現
へ
と
導
く
礎

と
な
る
資
質
・
能
力
で
す
。
子
ど
も
た
ち

に
は
、
自
ら
の
可
能
性
を
信
じ
、
志
を
高

く
掲
げ
、
日
々
の
努
力
を
積
み
重
ね
な
が

ら
自
分
ら
し
い
未
来
を
切
り
拓
い
て
ほ
し

い
と
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　

こ
の
一
年
間
、
多
く
の
方
々
に
来
校
し

て
い
た
だ
き
、
読
み
聞
か
せ
の
御
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
で
は
選
ば
な
い

よ
う
な
本
も
あ
り
、
と
て
も
楽
し
く
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
３
回
学
校
運
営
協
議
会

　

二
月
二
十
七
日
、
本
年
度
最
後
の
学
校

運
営
協
議
会
を
開
催
し
、
来
年
度
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
５
年
生
が
、
プ
レ
ゼ
ン
に
よ
る

委
員
会
活
動
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
委

員
の
皆
様
方
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
、
５
年
生
も
や
る
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。

未
来
へ
羽
ば
た
く
卒
業
生

　

三
年
前
の
入
学
式
。
少
し
緊
張
し
た
表

情
で
体
育
館
に
座
っ
て
い
た
生
徒
た
ち
の

姿
を
、
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
時

は
流
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
三
年
生
と
な

り
、
巣
立
ち
の
時
を
迎
え
ま
し
た
。

　

五
月
の
体
育
大
会
で
は
、
最
上
級
生
と

し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
全
力

で
競
技
す
る
姿
や
声
を
か
ら
し
て
応
援
す

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
十
一
月
の
「
南

中
文
化
の
日
」
で
は
、「
一
星
一
輝
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
一
人
一
人
が
個
性

を
発
揮
し
、
迫
真
の
演
技
で
会
場
を
魅
了

し
ま
し
た
。
部
活
動
で
は
、
仲
間
と
と
も

に
、
一
つ
の
目
標
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

き
た
時
間
は
、
簡
単
に
は
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
大
き
な
宝
物
と
な
っ
た

は
ず
で
す
。

　

中
で
も
印
象
深
い
の
は
、
町
の
支
援
を

受
け
て
実
施
し
た
大
阪
・
関
西
万
博
研
修

旅
行
で
す
。
世
界
各
国
の
文
化
や
技
術
に

触
れ
、大
き
な
刺
激
を
受
け
る
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。縦
割
り
班
活
動
で
は
、

小
学
生
に
声
を
か
け
、
手
を
引
き
な
が
ら

行
動
す
る
頼
も
し
い
姿
が
見
ら
れ
、
お
世

話
さ
れ
る
側
か
ら
お
世
話
す
る
側
へ
と
成

長
し
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

式
辞
の
中
で
、「
恩
送
り
」
と
い
う
言

葉
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
分
が

受
け
た
恩
を
次
の
誰
か
へ
送
る
と
い
う
意

味
で
す
。
生
徒
た
ち
も
こ
れ
ま
で
、
先
生

方
や
友
人
、
そ
し
て
ご
家
族
な
ど
多
く
の

方
々
の
支
え
の
中
で
成
長
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
感
謝
の
思
い
を
胸
に
、
新
た

な
場
所
で
、
誰

か
の
背
中
を
押

す
人
に
、 

自
ら

の
挑
戦
と
と
も

に
、
誰
か
の
挑

戦
を
支
え
る
人

に
な
り
、
優
し

さ
の
輪
を
広
げ

て
い
く
こ
と
を

心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

の
温
か
な
支
え
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
本
校
は
、「
地
域
の
宝
」

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
ま

い
り
ま
す
。

（
文
責
）
校
長
　
前
田
博
治

（
文
責
）
校
長
　
前
田
博
治

南
中
か
ら
の
風

南
中
か
ら
の
風

輝
き
輝
き
とと

潤
い
潤
い

（
文
責
）
校
長　

井
上　

哲

（
文
責
）
校
長　

井
上　

哲

南
小
国
町
立
市
原
小
学
校

南
小
国
町
立
市
原
小
学
校

未
　
来

未
　
来
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二
分
の
一
成
人
式

　

二
月
末
に
、
授
業
参
観
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
・

学
級
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
三
・
四
年
生
ク
ラ
ス
の
授
業

参
観
で
「
二
分
の
一
成
人
式
」
が
あ
り
、

二
分
の
一
成
人
証
書
が
子
ど
も
た
ち
に
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
の
良
い

所
や
こ
れ
か
ら
頑
張
り
た
い
こ
と
を
お
母

さ
ん
・
お
父
さ
ん
の
素
敵
な
所
を
交
え
て
、

家
族
へ
感
謝
や
思
い
を
綴
っ
た
手
紙
を
読

み
ま
し
た
。
手
紙
を
受
け
取
っ
た
家
族
か

ら
の
返
し
で
子
ど
も
た
ち
は
嬉
し
そ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
は
「
ど
ん
な
と
き
も
」
の
合

唱
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
日
頃
な
か
な

か
言
え
な
い
、
家
族
へ
の
感
謝
や
思
い
を

伝
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
を
迎
え
る
六
年
生
に

　

三
月
初
旬
、
卒
業
を
迎
え
る
六
年
生
を

対
象
に
「
お
茶
会
」
と
「
六
年
生
を
送
る

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
お
茶
会
」
は
学
校
の
近
く
で
茶
道
教

室
を
さ
れ
て
い
る
方
の
ご
好
意
に
よ
る
も

の
で
、恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、「
六

年
生
を
送
る
会
」
で
は
、
五
年
生
が
中
心

と
な
り
、
六
年
生
の
思
い
出
作
り
を
運
営

し
ま
し
た
。そ
の
中
で
下
級
生
が
作
っ
た
、

六
年
生
の
名
前
を
使
っ
た
「
あ
い
う
え
お

作
文
」
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。
よ
く
六

年
生
の
こ
と
を
下
級
生
は
知
っ
て
い
る
な

と
思
う
内
容
で
し
た
。
中
原
小
の
子
ど
も

た
ち
の
仲
の
良
さ
を
再
認
識
で
き
る
心
温

ま
る
ひ
と
と
き
で
し
た
。

中
原
小
よ
り

中
原
小
よ
り

　　
  

ぎ
ん
な
ん

ぎ
ん
な
ん

（
文
責
）
校
長
　
増
永
善
久

（
文
責
）
校
長
　
増
永
善
久

　

後
援
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
の
コ
ラ
ボ
企

画
に
よ
る
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
を
、

３
月
13
日
に
、「
あ
っ
た
ら
い
い
な
、
こ

ん
な
学
校
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
１
日

限
り
の
夢
の
小
学
校
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
以
前
の
「
６
年
生
を
送
る
会
」

や
「
お
別
れ
遠
足
」
に
代
わ
る
企
画
で
２

回
目
の
開
催
で
す
。

　

第
１
ラ
ウ
ン
ド
は
、
保
護
者
に
よ
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
講
話
で
す
。漣
祐
子
様
に
、

「
観
光
の
力
で
町
を
元
気
に
す
る
～
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
未
来
の
た
め
に
～
」
と
い
う

演
題
で
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域

の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
み

ん
な
が
幸
せ
に
な
る
町
を
め
ざ
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

第
２
ラ
ウ
ン
ド
は
、
６
年
生
と
の
お
別

れ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。
４
・
５

年
生
の
企
画
運
営
で
進
め
ら
れ
、
最
高
の

思
い
出
と
な
る
全
校
遊
び
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

第
３
ラ
ウ
ン
ド
は
、創
業
２
年
目
の「
り

ん
ペ
イ
マ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、「
校
長
室
検
定
」
と
銘
打
っ
た
国

算
プ
リ
ン
ト
、
読
書
活
動
、
Ｉ
ラ
ブ
家
族

デ
ー
、
脳
ト
レ
、
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
な
ど
に
対

し
て
「
り
ん
ペ
イ
」
を
発
行
し
、
貯
ま
っ

た
り
ん
ペ
イ
を
お
小
遣
い
に
買
い
物
を
楽

し
み
ま
す
。
小
物
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
お

か
し
な
ど
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
も
の
を
商

品
と
し
て
提
供
い
た
だ
き
子
ど
も
た
ち
は

大
は
し
ゃ
ぎ
で
す
。

　

第
４
ラ
ウ
ン
ド
は
、
給
食
の
代
わ
り
に

縦
割
り
班
ご
と
の
「
焼
き
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
」

を
満
喫
し
ま
し
た
。
小
国
黒
豚
Ｖ
Ｓ
ジ
ビ

エ
肉
で
地
元
の
味
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

⬆ＱＲコードから
本校のホームペー
ジにアクセスできま
す。子どもたちの
学校生活の様子が
ご覧いただけます。

り
ん
小　

夢
の
祭
典 

２
０
２
６

第４ラウンド 第２ラウンド

第３ラウンド 第１ラウンド
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◆利用者カードをお持ちでない方
カードの受け取りが出来るまでは、従来通り「図
書利用申請書（紙）」に記入して貸出し可能です。
※記入いただいた申請書をもとに順次カードを作
成し、お渡しいたします。

図書室の
ルール

図書室内での

飲食は

出来ません

読んだ本は

元の位置に

戻しましょう

本は大切に

扱いましょう

南小国町コミュニティセンター図書室からのお知らせ

本の貸し出し方法が変わります！
　図書室では、より便利でスムーズに本をお借り
いただけるよう、パソコンを使った新しい貸出し
システムを導入しました。
　これに伴い、令和８年２月より貸出しの手順が
以下の通り変更となります。
◆変更点
手書きでの貸出し手続きは不要です。

「利用者カード」と「本のバーコード」を読み取る
だけで貸出しができます。
※貸出しの際にはバーコード付きの利用者カード
が必要です。

◆利用者カードをお持ちでない方
カードの受け取りが出来るまでは、従来通り「図
書利用申請書（紙）」に記入して貸出し可能です。
※記入いただいた申請書をもとに順次カードを作
成し、お渡しいたします。
◆本の返却について
返却方法は変わりません。
従来通り「返却ボックス」へお入れください。
詳しい手順は、図書室内の案内をご覧ください。
◆お問い合わせ先
南小国町 教育委員会　☎ 0967-42-0047

　

３
月
１
日
、
本
校
の
卒
業
式
が
厳
か
に

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
や
わ
ら
か
な
春
の
光

に
包
ま
れ
る
中
、
今
年
度
は
卒
業
生
37
名

が
そ
れ
ぞ
れ
の
新
た
な
進
路
へ
と
力
強
く

歩
み
出
し
ま
し
た
。
式
に
は
、
多
く
の
ご

来
賓
な
ら
び
に
保
護
者
の
皆
様
に
ご
臨
席

を
賜
り
、
卒
業
生
の
晴
れ
や
か
な
門
出
を

と
も
に
祝
福
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
校
長
よ
り
卒
業
生
一
人
ひ
と

り
に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
式

辞
で
は
、
こ
の
３
年
間
に
お
け
る
挑
戦
と

努
力
の
積
み
重
ね
を
称
え
る
と
と
も
に
、

「
行
動
し
て
は
じ
め
て
成
長
す
る
、
困
難

を
避
け
ず
立
ち
向
か
っ
て
ほ
し
い
」
と
の

言
葉
が
贈
ら
れ
、「
尚
志
・
勉
学
・
自
主

の
三
綱
領
を
心
の
拠
り
所
に
し
な
が
ら
小

国
郷
を
大
切
に
思
い
、
地
域
や
社
会
に
貢

献
し
て
ほ
し
い
」
と
、
卒
業
生
の
前
途
を

祝
し
、
温
か
な
激
励

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

送
辞
で
は
、
在
校

生
代
表
が
「
先
輩
方

が
築
い
て
く
だ
さ
っ

た
学
校
の
伝
統
や

姿
勢
は
、
私
た
ち
の

誇
り
で
あ
り
目
標
で

す
」
と
感
謝
の
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。
そ

し
て
、「
新
し
い
環
境
で
も
、
こ
こ
で
過
ご

し
た
日
々
を
支
え
に
挑
戦
を
続
け
て
く
だ

さ
い
」
と
、
心
を
込
め
た
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
応
え
た
卒
業
生
代
表
の

答
辞
で
は
、
仲
間
と
過
ご
し
た
日
常
や
学

校
行
事
で
の
思
い
出
を
振
り
返
り
、「
何
気

な
い
毎
日
の
積
み
重
ね
が
、
か
け
が
え
の

な
い
財
産
と
な
っ
た
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
本
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
胸
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
で
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
ま

す
」
と
力
強
く
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
在
校
生
や
教
職
員
、

保
護
者
の
皆
様
の
温
か
な
拍
手
に
包
ま
れ

な
が
ら
、
卒
業
生
が
学
び
舎
を
後
に
し
ま

し
た
。
笑
顔
と
涙
が
あ
ふ
れ
る
中
、
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
す
希
望
に
満
ち
た
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
、
令
和
７
年
度
卒
業
証
書
授

与
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
小
学
部
１
名
、

中
学
部
３
名
、
高
等
部
11
名
の
卒
業
生
が

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
飛
び
立
ち
ま
し

た
。
当
日
は
、
在
校
生
や
保
護
者
、
ご
来

賓
の
皆
様
に
ご
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

式
辞
で
は
西
村
校
長
が
、
卒
業
生
一
人

ひ
と
り
が
学
校
生
活
を
通
し
て
積
み
重
ね

て
き
た
学
び
や
成
長
を
振
り
返
り
、
こ
れ

か
ら
の
活
躍
へ
の
期
待
を
込
め
て
励
ま
し

の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　

在
校
生
代
表
の「
送
る
言
葉
」で
は
、「
す

ぎ
の
こ
運
動
会
」や「
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
」、

修
学
旅
行
、
運
動
部
で
の
活
動
な
ど
の
思

い
出
を
振

り
返
り
ま

し
た
。
ま

た
、
卒
業

生
へ
の
感

謝
と
と
も

に
「
こ
れ

か
ら
は
在

校
生
が
小

国
支
援
学

校
を
さ
ら

に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
い
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
く
卒
業
生
代
表
の「
お
別
れ
の
言
葉
」

で
は
、
学
校
行
事
や
日
々
の
学
習
を
通
し

て
、
仲
間
と
支
え
合
い
な
が
ら
困
難
を
乗

り
越
え
、
協
力
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
へ
の
感
謝
を

述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
友
だ
ち
、
先
生
、

家
族
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
悠
愛
の
職
員

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
、「『
あ
か
る

く
』『
な
か
よ
く
』『
た
く
ま
し
く
』、
前

を
向
い
て
未
来
へ
歩
い
て
い
き
ま
す
」
と

締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

卒
業
生
の
晴
れ

や
か
な
姿
が
輝
く
、
心
に
残
る
卒
業
式
と

な
り
ま
し
た
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校

小
国
支
援
学
校  

だ
よ
り

だ
よ
り
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◆利用者カードをお持ちでない方
カードの受け取りが出来るまでは、従来通り「図
書利用申請書（紙）」に記入して貸出し可能です。
※記入いただいた申請書をもとに順次カードを作
成し、お渡しいたします。

図書室の
ルール

図書室内での

飲食は

出来ません

読んだ本は

元の位置に

戻しましょう

本は大切に

扱いましょう

南小国町コミュニティセンター図書室からのお知らせ

本の貸し出し方法が変わります！
　図書室では、より便利でスムーズに本をお借り
いただけるよう、パソコンを使った新しい貸出し
システムを導入しました。
　これに伴い、令和８年２月より貸出しの手順が
以下の通り変更となります。
◆変更点
手書きでの貸出し手続きは不要です。

「利用者カード」と「本のバーコード」を読み取る
だけで貸出しができます。
※貸出しの際にはバーコード付きの利用者カード
が必要です。

◆利用者カードをお持ちでない方
カードの受け取りが出来るまでは、従来通り「図
書利用申請書（紙）」に記入して貸出し可能です。
※記入いただいた申請書をもとに順次カードを作
成し、お渡しいたします。
◆本の返却について
返却方法は変わりません。
従来通り「返却ボックス」へお入れください。
詳しい手順は、図書室内の案内をご覧ください。
◆お問い合わせ先
南小国町 教育委員会　☎ 0967-42-0047

新
刊
図
書
紹
介

　

３
月
は
、
町
の
図
書
室
に
13
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
17
歳
の
と
き
に
知
り
た
か
っ
た
受
験
の
こ
と
、
人
生
の
こ
と

②
過
疎
ビ
ジ
ネ
ス

③
そ
れ
が
や
さ
し
さ
じ
ゃ
困
る     

④
イ
ン
・
ザ
・
メ
ガ
チ
ャ
ー
チ

⑤
神
さ
ま
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

⑥
わ
た
し
は
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」

⑦
中
村
哲　

命
の
水
で
砂
漠
を
緑
に
か
え
た
医
師

⑧
あ
っ
と
い
う
間
に
お
金
は
な
く
な
る
か
ら

⑨
ど
ん
な
い
ろ
が
す
き

⑩
お
と
も
だ
ち
え
ほ
ん

⑪
時
の
家

⑫
生
き
る
言
葉

⑬
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ　

１
１
４
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令和８年度 主な学校・教育委員会 関係行事予定

月 日 曜 関 係 行 事 予 定

４ ８ 水 各小中学校始業式

４ ９ 木 各小学校入学式（午前） 南小国中学校入学式（午後）・清流寮入寮式

４ ２０ 月 全国学力・学習状況調査（タブレット解答） ４／２３（小学６年生・中学３年生対象）

４ ２４ 金 南中授業参観・総会（午前） 各小学校授業参観・総会（午後）

５ １６ 土 南小国中学校体育大会

５ ２４ 日 小学校修学旅行（５／２５までの２日間）

５ ３１ 日 南小国中「集団宿泊教室」（６／１までの２日間）

６ ２０ 土 阿蘇郡市中体連夏季大会（６／２１までの２日間）

６ ２４ 水 小学校集団宿泊教室（芦北・水俣）（６／２６までの３日間）

７ ８ 水 南小国中「まちインタ－ン」（７／１０までの３日間）

７ ９ 木 菊池恵楓園訪問（小学５年生対象）

７ １０ 金 里山自然体験活動（南小国町全小学校４年生対象）

８ ２ 日 阿蘇郡市人権同和教育研究大会（南小国町及び各地域）

９ ６ 日 りんどうｹ丘小学校運動会

９ １２ 土 中原小学校運動会

９ １５ 火 南小国中「民泊農業体験」「修学旅行」（９／１７までの３日間）

９ １６ 水 菊池恵楓園訪問（南中３年生対象）

９ １９ 土 市原小学校運動会

９ ２６ 土 阿蘇瀬の本高原マラソン大会

１０ １６ 金 南小国町「きよら祭り」・阿蘇郡市中体連駅伝大会

１１ ３ 火 南小国町 文化祭

１１ ６ 金 りんどうｹ丘小学校「りんどう祭」

１１ ８ 日 南小国中学校「南中文化の日」

１１ １４ 土 中原小学校「ぎんなん祭」

１２ ６ 日 きよら人権デ－

１２ ９ 水 みらい南小国子ども会議（町議会期間中）

１ ３ 日 南小国町「二十歳を祝う会」

１ １５ 金 立志式（南小国中２年生対象）

１ ３０ 土 南小国町小中学生「プレゼンテ－ション大会」

２ １２ 金 南小国町「算数・数学検定日」

２ ２０ 土 南小国町駅伝大会

３ ６ 土 南小国中学校 卒業式

３ ２３ 火 南小国町 小学校 卒業式

３ ２４ 水 南小国町 小中学校 修了式

広報きよら 2026.4広報きよら 2026.4
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令和７年度末 南小国町教職員の定期異動のお知らせ

令和７年度末の教職員定期異動によりまして、南小国町でお世話になった
先生方、新しく南小国町にお越しいただいた先生方を紹介致します！

異動 退職 及び 転出 転 入

学校 職名 名 前 退職及び転出先 職名 名 前 前 任 校

中 校長 増永 善久 退 職 校長 櫔櫔原 憲聖 ［特例任用校長採用］
原 りんどうｹ丘小学校
小

事務職員 本田 輝美 りんどうｹ丘小学校 事務職員 宮崎 智哉 新規採用

市 教諭 熊谷 美里 退 職 教諭 竹田 直樹 高森中学校
原
小 教諭 島田 恵 りんどうｹ丘小学校 教諭 河本 長秀 新規採用

教諭 河内 航 一の宮小学校 講師 古澤 友美 南小国中学校

講師 坂上 亮子 阿蘇小学校（新規採用） 講師 首藤 鈴 阿蘇小学校

り 校長 櫔櫔原 憲聖 中原小学校 校長 土井 淳 ［校長昇任］
ん 産山学園
ど
う 教頭 佐藤 靖哉 (行）阿蘇市教育委員会 教頭 田尻 龍信 ［教頭昇任］
ヶ （芦）袋小学校
丘
小 教諭 藤山 翔正 河原小学校 教諭 島田 恵 市原小学校

事務職員 渡辺 民枝 南小国中学校（新規採用） 事務職員 本田 輝美 中原小学校

校長 前田 博治 （八）八代第四中学校 校長 今村 貴文 （菊）七城中学校
南
小 教諭 池上 諒 （八）八代第一中学校 主任事務長 渡邊慎一郎 ［主任事務長昇任］
国 西原中学校
中

教諭 猪口志柾調 （国立）熊本大学教育学部附属中学校 教諭 河津 藍子 （天）大矢野中学校

事務主査 上村由布子 （玉）八幡小学校 教諭 田中 慧吾 （玉）長洲中学校

講師 古澤 友美 市原小学校 教諭 小島 正明 小国中学校

講師 櫔櫔原 宇宙 （県立）小国支援学校 主任事務職員 渡辺 民枝 新規採用

養護助教諭 井芹明日香 山西小学校

13
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認知症学習会が実施されています
　内閣府の高
齢者白書では、
令和７年には、
６５歳以上の５
人に１人が認知
症であるという
予測が立てられ
ていました。こ
の予測数値からみても、現在の私たちの生活の中で
は、認知症がより身近なものになってきたと感じら
れているのではないでしょうか。また、昨年度の内
閣府世論調査でも約６０％の人が「認知症の方と接
する機会があった」と回答されています。高齢化が
進むこれから、さらに認知症の患者さんは増えてく
ると考えられています。
　このように状況が変化していく中では、認知症に
ついて正しく理解し、共に支え合いながら生きてい
ける社会を作っていく必要があります。南小国町で
は、平成３０年から「きよらの郷の教育」の取り組
みの一つとして出前授業での「認知症学習」（小学
校５年生と中学校１年生を対象）が実施されていま
す。講師には、町福祉課、社会福祉協議会、特別養
護老人ホームなど専門的な知識をもった方々に担当
していただいています。
　学習内容は、「認知症とはどのような病気か」、「認
知症の方にどのように接していけばいいのか」など
認知症についての理解にあわせて、認知症の方との
コミュニケーションの取り方など実践的な内容も含
まれています。さらには、認知症の方の心的状況を
理解しながらの言葉がけなど、人権尊重の観点から
も学習が進められています。
　本号では、令和７年度に実施された認知症学習会
で，児童生徒が学習後に書いた感想を紹介します。
（一部抜粋）
　感想には、私たちが今後、認知症の方にどう接し
ていけばいいのかなど、たくさんのヒントがありま
した。

小学生の感想
○認知症は高齢になると、だれでもなる可能性
のある病気だから、今日勉強したことを生かして、
認知症の方への接し方をどうしたらよいかを考え
たいです。

○認知症の人たちが困らないように、僕たちがサ
ポートできるようにしたいです。
○認知症という病気は知っていたけど、周りの人
の接し方によって症状が変わることを初めて知り
ました。
○私のひいおばあちゃんも認知症なので、やさし
く接することを意識したいです。
○私は、今日さらに詳しく認知症について知るこ
とができてよかったです。お母さんが介護の仕事
をしているので、認知症になった人への接し方を
聞いてみたいです。

中学生の感想
○認知症の症状のうちの「周辺症状」のように周
りの人たちの接し方によって症状が変わると知っ
たので気をつけていきたいです。
○認知症だから、何もさせてあげないのではなく、
できることを一緒にやって、家族の一員として関
わっていくことが大切なんだと気づきました。
○認知症の人と関わっていくとき、相手の立場で
考えてみるといいなと思いました。周りの環境に
よるものなら、私にできることをやっていこうと
思いました。

認知症学習からの学びと
　子どもたちの感想を読むと、認知症学習が知識理
解の獲得に留まることなく、誰もが生き生きとした
人生を送ることができる共生社会について学ぶ入り
口になっていることがわかります。　子どもたちは、
これから社会で生きていく中で様々な人権問題に直
面していくことになります。認知症学習で学んだ内
容は、きっとこ
れからの自分の
生き方や物事を
判断する場面で
役に立つ学びの
一つになったの
ではないかと考
えます。

（井芹）

ひろげよう　きよらの郷に　人権の輪
人権教育啓発シリーズ 263

お問い合わせ先
南小国町人権教育推進協議会
☎ 0967－42－0047

５年生認知症学習会（１０月）

中学１年生認知症学習会（１月）

河川氾濫 大　雨 土砂災害 高　潮

警戒レベル
５相当

レベル５
氾濫特別警報

レベル５
大雨特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
高潮特別警報

警戒レベル
４相当

レベル４
氾濫危険警報

レベル４
大雨危険警報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル４
高潮危険警報

警戒レベル
３相当

レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
高潮警報

警戒レベル
２

レベル２
氾濫注意報

レベル２
大雨注意報

レベル２
土砂災害注意報

レベル２
高潮注意報

警戒レベル
１

早期注意情報

国土交通省水管理・国土保全局と気象庁は、令和８年５月下旬（予定）から新たな防災気象情報の運用を開始します。

●主な変更点

　河川氾濫・大雨・土砂災害・高潮の警報などを、避難行動に

対応した５段階の警戒レベルと整合させ、災害発生の危険度に

応じたレベルの数字を名称に含めて発表します。レベル５に相

当する河川氾濫の特別警報や警戒レベル４に相当する危険警報

も新たに開始するなど、現行の大雨警報・注意報などが大きく

変わります。

●避難レベルに合わせた行動

　レベル３警報やレベル４危険警報が発表されたら、自治体か

らの避難指示等に十分留意いただくとともに、大雨で危険度が

高まった地域が地図で表示される「キキクル」や河川の水位情

報を参照して、危険な場所にいる方は早めの避難を心がけてく

ださい。

●さらに詳しく知りたい…

　気象庁 HPの特設ページでは、新

たな防災気象情報に関する様々な資

料を掲載しています。これらの資料

を参考に、情報が発表された際にど

のような行動をとるか、ご家庭や企

業・組織内であらかじめ決めていた

だくようお願いします。

新たな防災気象情報に

関する特設ページ ▶

避難は
この間までに

警戒レベルがわかりやすくなりました レベル４は
危険な場所から全員避難
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早期注意情報

国土交通省水管理・国土保全局と気象庁は、令和８年５月下旬（予定）から新たな防災気象情報の運用を開始します。

●主な変更点

　河川氾濫・大雨・土砂災害・高潮の警報などを、避難行動に

対応した５段階の警戒レベルと整合させ、災害発生の危険度に

応じたレベルの数字を名称に含めて発表します。レベル５に相

当する河川氾濫の特別警報や警戒レベル４に相当する危険警報

も新たに開始するなど、現行の大雨警報・注意報などが大きく

変わります。

●避難レベルに合わせた行動

　レベル３警報やレベル４危険警報が発表されたら、自治体か

らの避難指示等に十分留意いただくとともに、大雨で危険度が

高まった地域が地図で表示される「キキクル」や河川の水位情

報を参照して、危険な場所にいる方は早めの避難を心がけてく

ださい。

●さらに詳しく知りたい…

　気象庁 HPの特設ページでは、新

たな防災気象情報に関する様々な資

料を掲載しています。これらの資料

を参考に、情報が発表された際にど

のような行動をとるか、ご家庭や企

業・組織内であらかじめ決めていた

だくようお願いします。

新たな防災気象情報に

関する特設ページ ▶

避難は
この間までに

警戒レベルがわかりやすくなりました レベル４は
危険な場所から全員避難
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春
と
自
律
神
経
に
つ
い
て

　
春
は
生
活
の
変
化
が
起
き
た
り
、
１

日
の
寒
暖
差
が
大
き
く
、体
が
だ
る
い
、

疲
れ
や
す
い
と
い
っ
た
症
状
を
感
じ
や

す
い
時
期
で
す
。
こ
の
症
状
は
、
自
律

神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
て
い
る
こ
と

が
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
律
神
経
の
働
き

　
自
律
神
経
は
自
分
の
意
思
と
は
関
係

な
く
、
体
の
表
面
や
内
部
の
刺
激
に
反

応
し
て
、
身
体
の
機
能
を
調
整
す
る
働

き
を
し
て
い
ま
す
。

　
自
律
神
経
は
、
交
感
神
経
と
副
交
感

神
経
が
あ
り
、
交
感
神
経
は
体
を
活
発

に
さ
せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
促
し
ま

す
。
一
方
、
副
交
感
神
経
は
身
体
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
休
息
、
睡
眠
な
ど
を

と
る
時
に
働
き
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
神

経
は
正
反
対
の
働
き
を
す
る
性
質
が
あ

り
、
お
互
い
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
体

調
を
整
え
て
い
ま
す
。

自
律
神
経
が
乱
れ
る
と
生
じ
る
症
状

　
自
律
神
経
の
乱
れ
は
、
交
感
神
経
が

優
位
と
な
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
身
体

的
に
は
、
頭
痛
や
耳
鳴
り
、
動
悸
、
だ

る
さ
、
微
熱
な
ど
が
生
じ
ま
す
。
精
神

的
に
は
落
ち
込
み
や
不
安
な
ど
を
感
じ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

自
律
神
経
を
整
え
る
生
活
習
慣

①
規
則
的
な
生
活
を
送
る

　
交
感
神
経
は
朝
や
日
中
に
、
副
交

感
神
経
は
夜
に
働
き
が
活
発
に
な
り

ま
す
。

　
朝
、
日
光
を
浴
び
る
こ
と
で
、
交

感
神
経
の
働
き
を
良
く
し
ま
す
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
テ
レ
ビ
の
光
は
交

感
神
経
を
刺
激
す
る
た
め
、
就
寝
１

～
２
時
間
前
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
休

日
も
、
夜
更
か
し
や
昼
過
ぎ
ま
で
眠

る
こ
と
は
避
け
、
平
日
と
同
じ
サ
イ

ク
ル
で
過
ご
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
三
食
し
っ
か
り
食
事
を
と
る

　
朝
は
お
腹
が
空
い
て
い
な
く
て
も
、

朝
食
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
起
床
後
１

時
間
以
内
に
主
食
と
と
も
に
た
ん
ぱ

く
質
や
温
か
い
味
噌
汁
な
ど
を
し
っ

か
り
と
る
こ
と
で
、
自
律
神
経
の
乱

れ
を
防
ぎ
、
脳
と
体
を
ス
ム
ー
ズ
に

目
覚
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
昼
食
や
夕
食
は
、
主
食
・
主
菜
・

副
菜
が
揃
っ
た
食
事
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
忙
し
く
て
外
食
や
コ
ン
ビ

ニ
食
に
な
る
時
は
、
丼
物
や
麺
類
な

ど
の
単
品
よ
り
、
食
材
の
多
い
定
食

や
弁
当
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
夕
食
が
遅
く
な
る
時
に

は
、
早
い
時
間
に
お
に
ぎ
り
や
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
等
を
食
べ
、
遅
い
時
間
の

食
事
は
軽
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

③
適
度
に
体
を
動
か
す

　
日
常
生
活
の
中
で
、
身
体
を
動
か

す
時
間
を
設
け
、
交
感
神
経
の
働
き

を
活
発
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
例
）駐
車
場
で
車
を
い
つ
も
よ
り
遠
く

に
駐
車
す
る
、
テ
レ
ビ
を
み
な
が

ら
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど

④
調
整
し
や
す
い
服
装
を
心
が
け
る

　
気
温
の
寒
暖
差
が
大
き
い
と
、
身

体
も
疲
れ
を
感
じ
や
す
く
な
り
ま

す
。
体
温
調
整
の
し
や
す
い
服
装
を

心
が
け
、
気
温
に
よ
っ
て
服
を
調
整

し
ま
し
ょ
う
。

＊
専
門
家
を
受
診
す
る

　
２
週
間
以
上
、
症
状
が
続
く
時
や

日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
場
合
は
、

内
科
や
心
療

内
科
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
だ
よ
り

お問い合わせ先
町民課
保健衛生係
☎0967-42-1113
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小国公立病院ニュース
☎０９６７ー４６ー３１１１

「みんなで未来を考える会」発足 小国郷公立病院組合　事業管理者・事務局長　玉飼　博之

　いつも小国郷公立病院組合の運営にご協力・ご支援をいただきましてありがとうございます。
　令和5年度に事務局長就任以来掲げております「小国公立病院は、地域に溶け込み、小国郷
にとって当たり前のものにしたい」という目標から、「社会インフラは、地域から必要とされて
いなければならない」と考え、「自前主義：内製化への回帰」と「惰性からの脱却」をし、ロー
コストオペレーションで病院組織を戦略的に再構築することとしています。
　今回、事業管理者直轄の組織として発足したメンバーをご紹介致します。

　当院ではこのたび、職員が主体となり病院の未来について
考える取り組みとして、「みんなで未来を考える会」が13人
で発足しました。本会では、職種や部署の垣根を越えて職員
が集まり、「これからの病院のあり方」や「地域に求められる
医療とは何か」について自由に意見を出し合い、よりよい病
院づくりを目指していきます。まずは院内の意識改革を進め、
職員一人ひとりが病院の未来を自分ごととして考えられる環
境づくりに取り組んでいきます。そして今後は、地域の皆さ
まの声にも耳を傾けながら、地域に必要とされ、地域に貢献
できる病院となることを目標に活動を広げていく予定です。
「みんなで未来を考える会」は、職員だけでなく、将来的には
地域の方々とも一緒に病院の未来を考えていく場にしていき
たいと考えています。これからも当院は、地域の皆さまとと
もに歩み、信頼される病院づくりに努めてまいります。

■リーダーコメント
　「みんなで未来を考える会」は、職員一人ひとりが病院の
未来を自分たちの手で考え、行動していくことを目的に立ち
上げました。地域に必要とされ続ける病院であるためには、
職種や立場を越えて知恵を出し合い、挑戦していくことが大
切だと考えています。
　この会を通して、職員の想いを形にしながら、地域の皆さ
まとともに病院の未来をつくっていけるよう取り組んでまい
ります。

調剤薬局　休日開局当番表（4/11㈯～ 5/10㈰）
4/11㈯ 4/12㈰ 4/18㈯ 4/19㈰ 4/25㈯ 4/26㈰ 5/2㈯ 5/3㈰ 5/9㈯ 5/10㈰

小国調剤薬局 9～13時 - 9～13時 - 9～13時 - 9～13時 - 9～13時 -
ﾕﾆｽﾏｲﾙ薬局 小国店 - 9～13時 - 9～13時 - 9～13時 - 9～13時 - 9～13時

きよらのさと薬局 9～12時 - 9～12時 - 9～12時 - 9～12時 - 9～12時 -
小国調剤薬局☎0967-46-5736　 ユニスマイル薬局 小国店☎0967-46-6320　 きよらのさと薬局☎0967-42-0284

右）リーダー：坂下拓也（リハビリテーション科　作業療法士）
左）サブリーダー：長　孝樹（事務局総務係 主事）

みんなで未来を考える会メンバー
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固
定
資
産
税
の
縦
覧
制
度
に
つ
い
て

　

縦
覧
制
度
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者

が
本
人
の
土
地
・
家
屋
と
ほ
か
の
土
地
・

家
屋
と
の
評
価
額
を
比
較
し
、
評
価
額
が

適
正
か
判
断
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で

す
。
縦
覧
さ
れ
る
方
は
期
間
内
に
役
場
税

務
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間

４
月
１
日
か
ら
６
月
１
日
（
第
一
期
納

期
限
）
ま
で

記
載
内
容

⑴
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
評
価
額

⑵
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、　

建
築
年
、
床
面
積
、
評
価
額

縦
覧
で
き
る
人

町
内
に
所
在
す
る
土
地
ま
た
は
家
屋
の

固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
代
理
人
、
納

税
管
理
人

必
要
書
類

⑴
納
税
者
本
人
が
来
庁
す
る
場
合

運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
の
身

分
証
明
書

⑵
代
理
人
が
来
庁
す
る
場
合

委
任
状
と
代
理
人
自
身
の
運
転
免
許
証

や
健
康
保
険
証

※
法
人
の
場
合
は
会
社
印
が
必
要
で
す
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
・

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
振
替
期
日

　

令
和
７
年
分
の
申
告
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
並
び
に
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
確
定
申
告
の
振

替
納
付
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。「
振

替
納
税
」
を
ご
利
用
の
方
は
、
振
替
日
の

前
日
ま
で
に
口
座
の
残
高
を
必
ず
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
振
替
納
税
に
よ
る
口
座
引
落
し

が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
法
定
納
期
限

の
翌
日
か
ら
延
滞
税
が
か
か
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
公
共
料
金
等
の
引
落
し
に

よ
り
残
高
不
足
と
な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

　
　
　
　

令
和
８
年
４
月
23
日（
木
）

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

　
　
　
　

令
和
８
年
４
月
30
日（
木
）

令
和
８
年
度
国
民
年
金
の
保
険
料
に
つ

い
て

　

令
和
８
年
４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
７
，
９
２
０
円
で
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵

便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
役
場
で
は
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
の

納
付
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
使
用
し
た
電
子

決
済
で
の
納
付
、
そ
し
て
便
利
で
お
得
な

口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
の
納
付
期
限
は
、「
翌

月
の
末
日
」
で
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
万
一

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発

生
し
た
と
き
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
納
付
期
限
ま
で
に
納
め

て
下
さ
い
。

　

な
お
、
所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、保
険
料
が
免
除
・

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

出
張
年
金
相
談
（
予
約
制
）
を

開
催
し
て
い
ま
す

　

年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
出
張
年
金

相
談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
金
加
入
履
歴
の
確
認
や
年
金
の
請
求

な
ど
、
年
金
に
つ
い
て
の
各
種
相
談
や
手

続
き
が
で
き
ま
す
。相
談
は
予
約
制
で
す
。

■
開
催
日　

５
月
１
日（
金
）

　
　
　
　
　

６
月
１
日（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

お
ぐ
に
町
民
セ
ン
タ
ー

　

お
ぐ
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で
予
約
が
出
来

な
か
っ
た
場
合
は
、
近
隣
市
町
村
会
場
で

の
相
談
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◎
近
隣
市
町
村
会
場

・
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

・
阿
蘇
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※
開
催
日
は
ご
確
認
く
だ
さ
い

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
ご
予
約
の
際
は
、

基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
も
の
を
お
手
元

に
ご
用
意
下
さ
い
。

税

お問い合わせ先
税務課
税務係
☎0967-42-1118

年
金

お問い合わせ先
町民課
戸籍住民係
☎0967-42-1113
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春
の
火
災
予
防
に
つ
い
て

春
の
火
災
予
防
に
つ
い
て

　
春
も
ま
だ
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
火
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
焚
火
や
野
焼
き
は
、
風
の
強
い
日
に
行

わ
な
い

・
火
を
使
用
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い

・
消
火
用
の
水
や
消
火
器
を
準
備
す
る

　「
少
し
だ
け
」
の
油
断
が
火
災
に
つ
な

が
り
ま
す
。
火
の
元
の
確
認
を
習
慣
に
し

ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
早
期

発
見
に
非
常
に
有
効
で
す
。
ボ
タ
ン
を
押

す
、
ま
た
は
紐
を
引
い
て
、
正
常
に
作
動

す
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
交
換
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

・
設
置
か
ら
十
年
以
上
経
過

・
警
報
音
が
鳴
ら
な
い

・
電
池
切
れ
の
警
告
音
が
す
る

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
定
期
的
な
点

検
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
Ｖ
出
演
被
害
問
題
対
策
の
推
進

Ａ
Ｖ
出
演
被
害
問
題
対
策
の
推
進

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　
Ａ
Ｖ
（
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
）
出
演
被
害

問
題
は
、
詐
欺
や
脅
迫
的
な
言
動
に
よ
っ

て
、
強
制
的
に
出
演
さ
せ
ら
れ
た
り
、
拒

否
す
る
と
多
額
の
違
約
金
を
請
求
さ
れ
る

な
ど
し
て
、
出
演
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と

い
う
悪
質
な
犯
罪

で
す
。

　
本
人
の
意
に
反

し
て
Ａ
Ｖ
へ
の
出

演
を
強
い
る
よ
う

な
行
為
は
、
長
期

に
わ
た
り
精
神

的
・
肉
体
的
な
苦

痛
を
も
た
ら
す
深

刻
な
人
権
侵
害
で

す
。

　
警
察
で
は
、
４

月
を
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
問
題
の
被
害
防
止
を

含
め
た
「
若
年
層
の
性
暴
力
被
害
予
防
月

間
」
と
位
置
づ
け
、
政
府
一
体
と
な
っ
て

対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

に
よ
る
犯
罪
被
害
防
止

に
よ
る
犯
罪
被
害
防
止

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
子
ど
も
に

有
害
な
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

興
味
本
位
、
安
易
な
気
持
ち
か
ら
、
子
ど

も
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
見
知
ら
ぬ
人
と
知

り
合
い
、
様
々
な
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る

事
件
が
本
件
で
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

◇
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能
の
利
用

　
有
害
情
報
が
含
ま
れ
る
サ
イ
ト
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
機
能
で
、
加
入

は
保
護
者
の
責
任
で
す
。

◇
家
庭
の
ル
ー
ル

　
子
ど
も
も
受
け
入

れ
や
す
い
家
庭
の

ル
ー
ル
は
、
保
護
者

と
子
ど
も
が
話
し

合
っ
て
決
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
禁
止
ル
ー
ル
よ

り
「
〇
〇
す
る
時
は
～
」
と
い
う
条
件

付
き
が
子
ど
も
に
と
っ
て
守
り
や
す
い

ル
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
お問い合わせ先
北 部 分 署
☎0967-46-4411

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
お問い合わせ先
小国警察署
☎0967-46-2110

〈警察相談電話〉
		  ☎＃9110

〈性暴力被害者のためのサポートセンター
ゆあさいどくまもと〉

		  ☎＃8891
		  ☎096-386-5555
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後期高齢者医療被保険者の方へ

令和８年度の保険料に関する大事なお知らせ

　後期高齢者医療制度は公費（５割）、現役世代からの支援金（４割）、

被保険者からの保険料（１割）で運営しています。後期高齢者医療保険

料は、加入者の医療費に充てられる大切な財源です。

・必ず納期限までに納めましょう。

・保険料は被保険者一人ひとりが納めます。

◆保険料の均等割額の軽減（令和８年度改正）

年間保険料額

（限度額８５万円）

均等割額

被保険者１人あたり

６３，０００円

所得割額

［総所得金額等ー４３万円（基礎控除）］

×所得割率１１.０６％
＝    　+

50％   　　 40％

同一世帯の被保険者及び世帯主の総所得金額等の合計金額

【基礎控除額※1】以下の世帯

【基礎控除額※1+31 万円×被保険者数】以下の世帯

【基礎控除額※1+57 万円×被保険者数】以下の世帯

均等割の軽減額

７.２割

５割

２割

※1 給与所得者等が２人以上いる世帯については、基礎控除額（43 万円）に以下の金額が加算されます。

　   ・（給与所得者等の数ー１）×１０万円

　令和８年度より、子ども・子育て支援金制度※が開始し、医療分の保険

料とあわせて支援金を納付いただくことになります。

※子ども・子育て支援金制度とは、すべての世代や企業から支援金を拠

出し、子育て施策の拡充に充てるもので、子どもや子育て世帯を社会全

体で支える制度です。

支援金の額（年額）

（限度額２１，０００円）

均等割額

被保険者１人あたり

１，４００円

所得割額

［総所得金額等ー４３万円（基礎控除）］

×所得割率０.２５％

＝   　　　+

◆支援金の均等割額の軽減

同一世帯の被保険者及び世帯主の総所得金額等の合計金額

【基礎控除額※1】以下の世帯

【基礎控除額※1+31 万円×被保険者数】以下の世帯

【基礎控除額※1+57 万円×被保険者数】以下の世帯

均等割の軽減額

７割

５割

２割

※1 給与所得者等が２人以上いる世帯については、基礎控除額（43 万円）に以下の金額が加算されます。

　  ・（給与所得者等の数ー１）×１０万円

子ども・子育て支援金制度の開始

+

保険料　10%

保険料 支援金
種別 対象事業内容 補助率 申請限度

人づくり事業
①人材育成のための国内外での視察調査研究活動 総事業費の 50％以内

国内：上限 25 万円
国外：上限 50 万円

②町内での人材育成に関する取組等 総事業費の 80％以内 上限 200 万円

地域づくり事業
③街並み景観、農村景観、自然環境保全活動等
④美味しい村開発（特産品開発）に係る活動等
⑤伝統芸能継承に係る活動等

総事業費の 80％以内 上限 200 万円

種別 対象事業内容 補助率 申請限度

ハード事業 ①事業開始に必要な施設又は備品整備

各事業費の 80％以内
上限 150 万円
※ハード・ソフト併

せて最高 300 万円ソフト事業
②商品販売に向けた取組
③商品 PR の取組

１. 南小国町「日本で最も美しい村」づくり事業補助金

　人材育成のための事業及び地域資源を生かした美しい村づくりを行う事業、生活の営みにより作られてき

た景観や環境を守る事業等を行う個人又は団体等に、その事業費の一部を補助する。

２. 南小国町夢チャレンジ推進事業補助金

　町内で企業又は新たな事業に挑戦する個人又は団体等を対象に、その事業費の一部を補助する。

●募集締切　令和８年５月１１日（月）

●募集方法　予算の範囲内で募集し、応募内

容を基に審査会を行います。

●お問い合わせ先　まちづくり課 ☎ 0967-42-1171

詳細や申請方法については、町ホームページをご覧に

なるか、役場まちづくり課までお問い合わせください。

補助事業募集のお知らせ
まちづくり課において、次の２つの補助金について事業を募集します。

医療機関の適正受診についてのお願い
皆さんに安心して医療を受けていただくため、以下のことに留意し、できることから始めましょう。

⑤ジェネリック医薬品を活用しましょう

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、新薬（先発医薬品）と同等の効能・効果を持ち、価格も安くすみます。

ジェネリック医薬品を希望する場合は、医師や薬局に相談しましょう。

①緊急時以外の救急外来の受診は控えましょう

　休日や夜間の時間外受診は重症患者の受け入れ

に影響するほか、医師や看護師の疲弊にもつなが

ります。本当に必要な人が必要な時に医療を受け

られるよう、緊急時以外は平日の診療時間内に受

診しましょう。

②「かかりつけ医」を持ちましょう

　体調の変化など、日頃から気軽に相談できる「か

かりつけ医」を持つことが大切です。気になる症状

があれば、まずはかかりつけ医に相談しましょう。

③重複受診は控えましょう

　同じ病気で複数の医療機関を受診すると、検査

や投薬などを最初からやり直すこととなり、体へ

の負担と医療費の負担が大きくなります。今受け

ている治療に不安などがあるときは、医師に伝え

て相談してみましょう。

④薬のもらいすぎに注意しましょう

　一度に多くの種類の薬を飲むと、薬本来の効果が

出ないだけではなく、重い副作用や症状が悪化する

ことがあります。複数の医療機関に通院中の場合は、

「お薬手帳」を１冊にまとめ、受診時に必ず持参し

ましょう。

◆お問い合わせ先　町民課 ☎ 0967-42-1113

広報きよら 2026.4広報きよら 2026.4
20



後期高齢者医療被保険者の方へ

令和８年度の保険料に関する大事なお知らせ

　後期高齢者医療制度は公費（５割）、現役世代からの支援金（４割）、

被保険者からの保険料（１割）で運営しています。後期高齢者医療保険

料は、加入者の医療費に充てられる大切な財源です。

・必ず納期限までに納めましょう。

・保険料は被保険者一人ひとりが納めます。

◆保険料の均等割額の軽減（令和８年度改正）

年間保険料額

（限度額８５万円）

均等割額

被保険者１人あたり

６３，０００円

所得割額

［総所得金額等ー４３万円（基礎控除）］

×所得割率１１.０６％
＝    　+

50％   　　 40％

同一世帯の被保険者及び世帯主の総所得金額等の合計金額

【基礎控除額※1】以下の世帯

【基礎控除額※1+31 万円×被保険者数】以下の世帯

【基礎控除額※1+57 万円×被保険者数】以下の世帯

均等割の軽減額

７.２割

５割

２割

※1 給与所得者等が２人以上いる世帯については、基礎控除額（43 万円）に以下の金額が加算されます。

　   ・（給与所得者等の数ー１）×１０万円

　令和８年度より、子ども・子育て支援金制度※が開始し、医療分の保険

料とあわせて支援金を納付いただくことになります。

※子ども・子育て支援金制度とは、すべての世代や企業から支援金を拠

出し、子育て施策の拡充に充てるもので、子どもや子育て世帯を社会全

体で支える制度です。

支援金の額（年額）

（限度額２１，０００円）

均等割額

被保険者１人あたり

１，４００円

所得割額

［総所得金額等ー４３万円（基礎控除）］

×所得割率０.２５％

＝   　　　+

◆支援金の均等割額の軽減

同一世帯の被保険者及び世帯主の総所得金額等の合計金額

【基礎控除額※1】以下の世帯

【基礎控除額※1+31 万円×被保険者数】以下の世帯

【基礎控除額※1+57 万円×被保険者数】以下の世帯

均等割の軽減額

７割

５割

２割

※1 給与所得者等が２人以上いる世帯については、基礎控除額（43 万円）に以下の金額が加算されます。

　  ・（給与所得者等の数ー１）×１０万円

子ども・子育て支援金制度の開始

+

保険料　10%

保険料 支援金
種別 対象事業内容 補助率 申請限度

人づくり事業
①人材育成のための国内外での視察調査研究活動 総事業費の 50％以内

国内：上限 25 万円
国外：上限 50 万円

②町内での人材育成に関する取組等 総事業費の 80％以内 上限 200 万円

地域づくり事業
③街並み景観、農村景観、自然環境保全活動等
④美味しい村開発（特産品開発）に係る活動等
⑤伝統芸能継承に係る活動等

総事業費の 80％以内 上限 200 万円

種別 対象事業内容 補助率 申請限度

ハード事業 ①事業開始に必要な施設又は備品整備

各事業費の 80％以内
上限 150 万円
※ハード・ソフト併

せて最高 300 万円ソフト事業
②商品販売に向けた取組
③商品 PR の取組

１. 南小国町「日本で最も美しい村」づくり事業補助金

　人材育成のための事業及び地域資源を生かした美しい村づくりを行う事業、生活の営みにより作られてき

た景観や環境を守る事業等を行う個人又は団体等に、その事業費の一部を補助する。

２. 南小国町夢チャレンジ推進事業補助金

　町内で企業又は新たな事業に挑戦する個人又は団体等を対象に、その事業費の一部を補助する。

●募集締切　令和８年５月１１日（月）

●募集方法　予算の範囲内で募集し、応募内

容を基に審査会を行います。

●お問い合わせ先　まちづくり課 ☎ 0967-42-1171

詳細や申請方法については、町ホームページをご覧に

なるか、役場まちづくり課までお問い合わせください。

補助事業募集のお知らせ
まちづくり課において、次の２つの補助金について事業を募集します。

医療機関の適正受診についてのお願い
皆さんに安心して医療を受けていただくため、以下のことに留意し、できることから始めましょう。

⑤ジェネリック医薬品を活用しましょう

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、新薬（先発医薬品）と同等の効能・効果を持ち、価格も安くすみます。

ジェネリック医薬品を希望する場合は、医師や薬局に相談しましょう。

①緊急時以外の救急外来の受診は控えましょう

　休日や夜間の時間外受診は重症患者の受け入れ

に影響するほか、医師や看護師の疲弊にもつなが

ります。本当に必要な人が必要な時に医療を受け

られるよう、緊急時以外は平日の診療時間内に受

診しましょう。

②「かかりつけ医」を持ちましょう

　体調の変化など、日頃から気軽に相談できる「か

かりつけ医」を持つことが大切です。気になる症状

があれば、まずはかかりつけ医に相談しましょう。

③重複受診は控えましょう

　同じ病気で複数の医療機関を受診すると、検査

や投薬などを最初からやり直すこととなり、体へ

の負担と医療費の負担が大きくなります。今受け

ている治療に不安などがあるときは、医師に伝え

て相談してみましょう。

④薬のもらいすぎに注意しましょう

　一度に多くの種類の薬を飲むと、薬本来の効果が

出ないだけではなく、重い副作用や症状が悪化する

ことがあります。複数の医療機関に通院中の場合は、

「お薬手帳」を１冊にまとめ、受診時に必ず持参し

ましょう。

◆お問い合わせ先　町民課 ☎ 0967-42-1113
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　　　　      　   鍼灸施術券を交付しています

南小国町に住民登録をしている 40 歳以上の人に、鍼灸
施術券（10 枚綴り）を交付しています。この券を持参すると、
施術費の自己負担分の 1,100 円を町が負担します。

令和８年 3 月 13 日現在、下記の 7 院で利用できます。
【小国郷内】
北里鍼灸セラピー
杉鍼灸院
北村はり院

【小国郷外】
うぶやま治療院
プレジデント鍼灸治療院
つかもと鍼灸治療院
阿蘇マッサージ療院

　利用ご希望の方は、町民課窓口まで申請にお越しくださ
い。施術券をお渡しします。
　なお、施術券は本人以外の利用はできません。

■有効期限
令和 9 年 3 月 31 日まで
■お問い合わせ先
町民課 戸籍住民係 ☎ 0967 − 42 − 1113

　　　　      　      狂犬病予防集合注射について　

本年度の狂犬病予防集合注射は、6 月前半の実施を予定
しています。
　例年どおり、年度中に一度のみの開催となりますので、
動物病院等で注射を受ける予定がない方は、この機会をご
利用ください。

　なお、日時・会場等の詳細は、決定次第周知いたします。
■お問い合わせ先
町民課 戸籍住民係 ☎ 0967 − 42 − 1113

　　　　      　ジョブカフェ・阿蘇ブランチ相談会

　就職を希望される方（離職や転職でお悩みの方・子育て
や介護との両立で悩んでいる方など）の現在の状況に応じ
たお仕事探しのお手伝いをいたします。お気軽にご相談く
ださい。なお、相談は予約優先となります。

■開催日
毎月第 3 水曜日
午後 1 時から午後 4 時 30 分まで（年間 12 回）
■場所
南小国町役場会議室
■支援内容
・就職に関するご相談
・適性診断（キャリアインサイト）
・履歴書や職務経歴書作成のアドバイスやお手伝い
・実際の場面を想定した面接の練習・面接対策 など
※求職活動証明書を発行できます

■お問い合わせ先
ジョブカフェ・阿蘇ブランチ

（阿蘇市一の宮町宮地 2402 阿蘇地域振興局 1 階）
☎ 0967 − 22 − 8178

【電話受付時間】
平日 火・木・金曜日
午前 10 時から午後 5 時まで

　　　　         　旧優生保護法に基づく補助金

昭和 23 年から平成 8 年までの間に、旧優生保護法に基
づく優生手術（不妊手術等）や人工妊娠中絶を受け、身体
や心に大きな苦しみや痛みを受けた方々に補償金等を支給
しています。

■対象
旧優生保護法に基づく優生手術や人工妊娠中絶を受けた方
又は配偶者の方
※御遺族が対象となる場合があります。
※優生思想によらない理由での手術は除きます。
■請求期限
令和 12 年 1 月 16 日まで

■お問い合わせ先
熊本県旧優生保護法相談窓口
☎ 096 − 333 − 2352
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　　　　　　　　　　　　社協へのご寄附のお礼

　故人の香典返しとして、多額のご寄附をいただきました。
心よりお礼申し上げますとともに故人のご冥福をお祈りいたします。

佐藤　広美　様　 扇下　　（故）イツヨ　様
麻生　秀治　様　 和田　　（故）リツ子　様
梅木　正一　様　 手形野　（故）  結子       様
 （令和 8 年 3 月 2 日までの受付分）　

皆さまのお志に添いますよう有意義に活用させていただきます。
誠にありがとうございました。　　南小国町社会福祉協議会

令和 8 年 5 月 町民カレンダー　

寄　附

休日在宅医
はじめまして赤ちゃん

●予定が変更になることがありますので、受診される前に必ず、医療機関
に電話でご確認ください。
●受診される場合は、必ずマイナ保険証又は資格確認書を持参してくださ
い。マイナ保険証がない場合は、実費診療になります。

日付 当番科目 医療機関名 電話番号

4/12（日）〜
5/10（日） 内科・外科 小国公立病院 0967-46-3111

4/12（日） 内科・外科 市原胃腸科外科 0967-34-1211

4/19（日） 整形外科 一の宮整形外科 0967-22-3911

4/26（日） 内科・小児科 松見内科クリニック 0967-22-0260

4/29（水） 消化器科・胃腸科 脇胃腸科 0967-32-2500

5/3（日） 眼科 眼科 古嶋医院 0967-34-0008

5/4（月） 内科・消化器科・小児科 古閑医院 0967-22-3000

5/5（火） 内科・整形外科 大阿蘇病院 0967-22-2111

5/6（水） 内科・外科 問端医院 0967-32-0102

5/10（日） 内科・眼科 小野主生医院 0967-32-0039

項目 日時 場所 連絡先

消費生活相談 毎週火曜・木曜
午前 9 時〜午後 4 時 

毎週火曜日  小国町
毎週木曜日  南小国町

総務課
0967-42-1112

就職相談
ジョブカフェ
阿蘇ブランチ

5 月 20 日（水）
午後 1 時〜午後 4 時 30 分 役場会議室

ジョブカフェ
阿蘇ブランチ

0967-22-8178

出張年金相談
（※要予約）

5 月 1 日（金）
午前 10 時〜午後 3 時 おぐに町民センター

熊本東年金事務所
096-367-2503

乳児健診 5 月 13 日（水）
午後 1 時 15 分〜 おぐに町民センター

町民課
0967-42-11131 歳 6 か月健診 5 月 14 日（木）

午後 1 時 15 分〜 おぐに町民センター

1 歳児健診 5 月 28 日（木）
午後 1 時 30 分〜 役場　別館 2 階

さくら荘カフェ 5 月 15 日（金）
午後 1 時 30 分〜 さくら荘

社会福祉協議会 
0967-42-1501

心配ごと相談 5 月 21 日（木）
午前 10 時〜 12 時

福祉センター
りんどう荘

戸籍の窓

町の人口（2 月末現在）

世帯数　 1,882 戸

　男　　 1,783 人

　女　　 1,950 人

　計　　 3,733 人
　

（-6）
〈+7〉
（-6）
〈-23〉
（-5）  
〈-30〉
（-11）
〈-53〉

※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比

※掲載を希望された人のみ掲載（敬称略）

4 コマ

おくやみ申し上げます

2/21　 藤堂　　子  93    平瀬
2/24　 梅木　結子  90   手形野
2/28　 下城　信朝  90   落見

2/16 生  前
ま え だ

田  深
み も か

百花ちゃん
（父）裕介（母）香夏子　 高花
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　　　　      　   鍼灸施術券を交付しています

南小国町に住民登録をしている 40 歳以上の人に、鍼灸
施術券（10 枚綴り）を交付しています。この券を持参すると、
施術費の自己負担分の 1,100 円を町が負担します。

令和８年 3 月 13 日現在、下記の 7 院で利用できます。
【小国郷内】
北里鍼灸セラピー
杉鍼灸院
北村はり院

【小国郷外】
うぶやま治療院
プレジデント鍼灸治療院
つかもと鍼灸治療院
阿蘇マッサージ療院

　利用ご希望の方は、町民課窓口まで申請にお越しくださ
い。施術券をお渡しします。
　なお、施術券は本人以外の利用はできません。

■有効期限
令和 9 年 3 月 31 日まで
■お問い合わせ先
町民課 戸籍住民係 ☎ 0967 − 42 − 1113

　　　　      　      狂犬病予防集合注射について　

本年度の狂犬病予防集合注射は、6 月前半の実施を予定
しています。
　例年どおり、年度中に一度のみの開催となりますので、
動物病院等で注射を受ける予定がない方は、この機会をご
利用ください。

　なお、日時・会場等の詳細は、決定次第周知いたします。
■お問い合わせ先
町民課 戸籍住民係 ☎ 0967 − 42 − 1113

　　　　      　ジョブカフェ・阿蘇ブランチ相談会

　就職を希望される方（離職や転職でお悩みの方・子育て
や介護との両立で悩んでいる方など）の現在の状況に応じ
たお仕事探しのお手伝いをいたします。お気軽にご相談く
ださい。なお、相談は予約優先となります。

■開催日
毎月第 3 水曜日
午後 1 時から午後 4 時 30 分まで（年間 12 回）
■場所
南小国町役場会議室
■支援内容
・就職に関するご相談
・適性診断（キャリアインサイト）
・履歴書や職務経歴書作成のアドバイスやお手伝い
・実際の場面を想定した面接の練習・面接対策 など
※求職活動証明書を発行できます

■お問い合わせ先
ジョブカフェ・阿蘇ブランチ

（阿蘇市一の宮町宮地 2402 阿蘇地域振興局 1 階）
☎ 0967 − 22 − 8178

【電話受付時間】
平日 火・木・金曜日
午前 10 時から午後 5 時まで

　　　　         　旧優生保護法に基づく補助金

昭和 23 年から平成 8 年までの間に、旧優生保護法に基
づく優生手術（不妊手術等）や人工妊娠中絶を受け、身体
や心に大きな苦しみや痛みを受けた方々に補償金等を支給
しています。

■対象
旧優生保護法に基づく優生手術や人工妊娠中絶を受けた方
又は配偶者の方
※御遺族が対象となる場合があります。
※優生思想によらない理由での手術は除きます。
■請求期限
令和 12 年 1 月 16 日まで

■お問い合わせ先
熊本県旧優生保護法相談窓口
☎ 096 − 333 − 2352
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　　　　　　　　　　　　社協へのご寄附のお礼

　故人の香典返しとして、多額のご寄附をいただきました。
心よりお礼申し上げますとともに故人のご冥福をお祈りいたします。

佐藤　広美　様　 扇下　　（故）イツヨ　様
麻生　秀治　様　 和田　　（故）リツ子　様
梅木　正一　様　 手形野　（故）  結子       様
 （令和 8 年 3 月 2 日までの受付分）　

皆さまのお志に添いますよう有意義に活用させていただきます。
誠にありがとうございました。　　南小国町社会福祉協議会

令和 8 年 5 月 町民カレンダー　

寄　附

休日在宅医
はじめまして赤ちゃん

●予定が変更になることがありますので、受診される前に必ず、医療機関
に電話でご確認ください。
●受診される場合は、必ずマイナ保険証又は資格確認書を持参してくださ
い。マイナ保険証がない場合は、実費診療になります。

日付 当番科目 医療機関名 電話番号

4/12（日）〜
5/10（日） 内科・外科 小国公立病院 0967-46-3111

4/12（日） 内科・外科 市原胃腸科外科 0967-34-1211

4/19（日） 整形外科 一の宮整形外科 0967-22-3911

4/26（日） 内科・小児科 松見内科クリニック 0967-22-0260

4/29（水） 消化器科・胃腸科 脇胃腸科 0967-32-2500

5/3（日） 眼科 眼科 古嶋医院 0967-34-0008

5/4（月） 内科・消化器科・小児科 古閑医院 0967-22-3000

5/5（火） 内科・整形外科 大阿蘇病院 0967-22-2111

5/6（水） 内科・外科 問端医院 0967-32-0102

5/10（日） 内科・眼科 小野主生医院 0967-32-0039

項目 日時 場所 連絡先

消費生活相談 毎週火曜・木曜
午前 9 時〜午後 4 時 

毎週火曜日  小国町
毎週木曜日  南小国町

総務課
0967-42-1112

就職相談
ジョブカフェ
阿蘇ブランチ

5 月 20 日（水）
午後 1 時〜午後 4 時 30 分 役場会議室

ジョブカフェ
阿蘇ブランチ

0967-22-8178

出張年金相談
（※要予約）

5 月 1 日（金）
午前 10 時〜午後 3 時 おぐに町民センター

熊本東年金事務所
096-367-2503

乳児健診 5 月 13 日（水）
午後 1 時 15 分〜 おぐに町民センター

町民課
0967-42-11131 歳 6 か月健診 5 月 14 日（木）

午後 1 時 15 分〜 おぐに町民センター

1 歳児健診 5 月 28 日（木）
午後 1 時 30 分〜 役場　別館 2 階

さくら荘カフェ 5 月 15 日（金）
午後 1 時 30 分〜 さくら荘

社会福祉協議会 
0967-42-1501

心配ごと相談 5 月 21 日（木）
午前 10 時〜 12 時

福祉センター
りんどう荘

戸籍の窓

町の人口（2 月末現在）

世帯数　 1,882 戸

　男　　 1,783 人

　女　　 1,950 人

　計　　 3,733 人
　

（-6）
〈+7〉
（-6）
〈-23〉
（-5）  
〈-30〉
（-11）
〈-53〉

※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比

※掲載を希望された人のみ掲載（敬称略）

4 コマ

おくやみ申し上げます

2/21　 藤堂　　子  93    平瀬
2/24　 梅木　結子  90   手形野
2/28　 下城　信朝  90   落見

2/16 生  前
ま え だ

田  深
み も か

百花ちゃん
（父）裕介（母）香夏子　 高花
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南小国中学校

中原小学校りんどうヶ丘小学校

市原小学校

　私は小さい頃から保育士になることが夢です。
きっかけは、私が小学校２年生の時に生まれた、妹の存在です。
おむつを替えたり、ミルクを飲ませたり、寝かしつけをしたりと
母のサポートをしていました。妹の成長を間近で見ることができ、
一つ一つできることが増えることに喜びを感じていました。
その経験から、成長を見守る職業に就きたいと思いました。
妹が保育園に通い始めてからは、毎日のように保育園での楽しかった
話をたくさん聞き、子どもが心から楽しめる場所を作る保育士という
仕事に強い憧れを抱きました。
　小学校の時のお仕事図鑑のインタビューやまちインターンでは、
黒川保育園に行かせていただきました。最初は、園児たちと仲良く
なれるのか不安でしたが、たくさん遊んで仲を深めることができました。
園児が「みて！できた！」と笑顔で成果を教えてくれる姿を見て、

「できた」の瞬間に立ち会うことができて、保育士のやりがいを
実際に感じることができ、私の保育士への憧れは、現場を知り
さらに強くなりました。この夢を原動力とし、夢実現に向けて、
さらに頑張っていきたいです。

南小国中学校 2年生

「将来、どんな自分でありたい？」 
今号から、町内の小中学生が綴る明日への想いを毎月お届けする新連載。 

このコーナーでご紹介するのは、「将来の夢」や「今頑張っていること」、「高校生活の目標」など、子どもたちの等身大の想いです。
子どもたちが描く「明日」の景色を一緒に共有してみませんか。彼らを応援することが、地域の力になります。

明日のボクら vol.1




